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Akito Hayano＊, Manabu Moriyama＊＊
A purpose of this paper is to clarify the architectural characteristics of Shimmuta Kato-jinja Shrine, Shima Amida-do and Shima 
Kannon-do in Yatsushiro-shi.
Shinmuta Kato-jinja Shrine was founded in 1866, and the main shrine was built in 1886. After Sankaku-ji Temple was abolished, Shima 
Amida-do and Shima Kannon-do were founded. It is thought that the Amida-do was built in 1842.
The main shrine of Shinmuta Kato-jinja Shrine has family crests of Kato Kiyomasa. The front shrine is architecture had module by span 
of Rokunima. The Amida-do and the Kannon-do are architectures have a module by scale of Kyoma-Tatami.
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2.2 境内の配置（図 3（文末），図 4）
境内地は周囲より高くなっている．建物の後ろには用水
路が流れ，南東隣には墓地がある．周囲を覆う玉垣は正面
＊ 熊本高等専門学校専攻科 生産システム工学専攻 2 年
＊＊ 建築社会デザイン工学科
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627
Dept. of Architecture and Civil Engineerring.
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, 866-8501 , Japan
論 文
新牟田加藤神社・島阿弥陀堂・島観音堂の建築的特徴に関する考察（早野彰人，森山学）
Research Reports of NIT, Kumamoto College. Vol. 8 (2016)
図 1 花立て地蔵     図 2 花立て地蔵
(出典：萩本敬三：千丁村史)(平成 28 年１月 26 日撮影)
図 4 境内全景（平成 27 年 12 月 27 日撮影）
図 5 石造門柱   図 6「万願さん」と日露戦争紀念碑













図 7 棟札      図 8 奉納写真の部分
（平成 28 年 5 月 13 日撮影）（平成 27 年 12 月 27 日撮影）













平成 28 年熊本地震後，拝殿に置かれた棟札（図 7）に，
大持国奉 （不動明王） 大廣目奉 明治十九年四月吉日
南無多宝如来
南無妙法蓮華経 南無日蓮大菩薩 諸国霊場往詣
南無釈迦如来            新牟田村











 Research Reports of  NIT, Kumamoto College. Vol.8（2016）
熊本高等専門学校 研究紀要 第 8 号（2016）
新牟田加藤神社・島阿弥陀堂・島観音堂の建築的特徴に関する考察
早野 彰人＊  森山 学＊＊
On the architectural characteristics of Shinmuta-Kato-jinja shrine, Shima Amida-do and Shima Kannon-do
Akito Hayano＊, Manabu Moriyama＊＊
A purpose of this paper is to clarify the architectural characteristics of Shimmuta Kato-jinja Shrine, Shima Amida-do and Shima 
Kannon-do in Yatsushiro-shi.
Shinmuta Kato-jinja Shrine was founded in 1866, and the main shrine was built in 1886. After Sankaku-ji Temple was abolished, Shima 
Amida-do and Shima Kannon-do were founded. It is thought that the Amida-do was built in 1842.
The main shrine of Shinmuta Kato-jinja Shrine has family crests of Kato Kiyomasa. The front shrine is architecture had module by span 
of Rokunima. The Amida-do and the Kannon-do are architectures have a module by scale of Kyoma-Tatami.
キーワード：新牟田干拓，加藤清正，神仏分離，平成 28 年熊本地震
















27 年 12 月 27 日に観音堂，阿弥陀堂，神社本殿，石廟，平






























2.2 境内の配置（図 3（文末），図 4）
境内地は周囲より高くなっている．建物の後ろには用水
路が流れ，南東隣には墓地がある．周囲を覆う玉垣は正面
＊ 熊本高等専門学校専攻科 生産システム工学専攻 2 年
＊＊ 建築社会デザイン工学科
〒866-8501 熊本県八代市平山新町 2627
Dept. of Architecture and Civil Engineerring.
2627 Hirayama-Shinmachi, Yatsushiro-shi, Kumamoto, 866-8501 , Japan
論 文
新牟田加藤神社・島阿弥陀堂・島観音堂の建築的特徴に関する考察（早野彰人，森山学）
Research Reports of NIT, Kumamoto College. Vol. 8 (2016)
図 1 花立て地蔵     図 2 花立て地蔵
(出典：萩本敬三：千丁村史)(平成 28 年１月 26 日撮影)
図 4 境内全景（平成 27 年 12 月 27 日撮影）
図 5 石造門柱   図 6「万願さん」と日露戦争紀念碑













図 7 棟札      図 8 奉納写真の部分
（平成 28 年 5 月 13 日撮影）（平成 27 年 12 月 27 日撮影）













平成 28 年熊本地震後，拝殿に置かれた棟札（図 7）に，
大持国奉 （不動明王） 大廣目奉 明治十九年四月吉日
南無多宝如来
南無妙法蓮華経 南無日蓮大菩薩 諸国霊場往詣
南無釈迦如来            新牟田村






Research Reports of NIT, Kumamoto College. Vol. 8 (2016)
図 12 本殿向拝虹梁の蟇股（左：正面、右：背面）
（以上，平成 27 年 12 月 27 日撮影）
図 13 本殿の格天井（平成 27 年 12 月 27 日撮影）








年 8 月 10 日，ついで大正 15（1926）年１月のものであった．





図 15 左観音扉の桔梗    図 16 加藤清正像
（以上，平成 27 年 12 月 27 日撮影）



















































桁行の柱間寸法は芯々で 1793ｍｍ（5.92 尺），内法で 1628
ｍｍ（5.37 尺）である．梁間の柱間寸法は芯々で 1582ｍｍ














拝殿は入母屋造妻入，桟瓦葺きで梁間 3 間，桁行 2 間で
ある．建物は本殿と同じモルタルで固めた基壇の上に建ち，
図 10 新牟田加藤神社実測平面図
図 11 新牟田加藤神社本殿（平成 27 年 12 月 27 日撮影）
柱は布石の上に建つ．
 桁行の柱間寸法は芯々約 1886ｍｍ（6.23 尺），内法約 1761
ｍｍ（5.81 尺）である．梁間の柱間寸法は中央が芯々1876
ｍｍ（6.19 尺），内法 1751ｍｍ（5.78 尺），両側が芯々約 947
ｍｍ（3.13 尺），内法 825ｍｍ（2.72 尺）である．柱寸法は
約 125ｍｍ（4.12 寸）であった．このことから 6.2 尺を基準
とする六二間の柱割りであることが分かる．
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南西向きで，規模は梁間 3 間，桁行 4 間である（図 20）．桁
行背面から一間は片流れ屋根が別にかかり建物外側からの
み入ることができる附属部分でおそらく倉庫として使用さ
れている．桁行の柱間寸法は正面 3 間が芯々で約 1991ｍｍ
（6.57 尺），内法で約 1834ｍｍ（6.05 尺），背面 1 間がこれ




をみると，桁行内法 12.65 尺，梁間内法 12.61 尺で，これを









図 21 島阿弥陀堂の向拝の蟇股  図 22 釘隠し
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図 23 内陣境（平成 27 年 12 月 27 日撮影）
図 24 左：仏壇前柱，右：組物（平成 27 年 12 月 27 日撮影）
図 25 島観音堂実測平面図   図 26 島観音堂






 本尊・木造十一面観音菩薩立像と脇侍 2 体の菩薩像の記
名を表 1 にまとめる(23)．度重なる修理が無住化後とすれば，
地元住民の信仰の厚さが窺われる．




表 1  島観音堂の仏像記名一覧




正徳 4 年正月 1714 大仏師 直元
享保 17 年 2 月 1732 大仏師 有佐村傳八
寛政 4 年 8 月 1792 大仏師 宮原吉田平吉
      河野勝助
文化丑年 9 月 1817 仏師小川住白石竹五郎
文政 4 年 9 月 1821 大仏師 東肥熊本
    新町木野喜三次
脇侍 1 享保 17 年 2 月 1732 有佐村傳八新牟田村若衆中
脇侍 2 記名なし











 規模は正面 3 間奥行 2 間だが，背面は 2 間である．正面 3
間の両側は芯々約 518ｍｍ（1.71 尺），内法約 414ｍｍ（1.37
尺），中央一間は芯々978ｍｍ（3.23 尺），内法 874ｍｍ（2.88
尺）だった．背面は芯々約 1007ｍｍ（3.32 尺），内法約 903
ｍｍ（2.98 尺）だった．側面外陣は芯々1368ｍｍ（4.51 尺），
内法 1264ｍｍ（4.17 尺），内陣は芯々641ｍｍ（2.12 尺），内
法 537ｍｍ（1.77 尺）だった．全体では，奥行が内法 6.29
尺，幅が内法 6.3 尺で，京間畳割の建築であると分かる．柱
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図 28 宝珠      図 29 仏壇境の虹梁





























28 年 5 月 2～25 日に悉皆調査した．新牟田の社殿と 2 堂は









図 30 震災後の本殿の傾斜（平成 28 年 5 月 7 日撮影）
図 31 本殿向拝柱のずれ 図 32 拝殿腰壁の貫の外れ
（以上、平成 28 年 5 月 7 日撮影）
図 33 阿弥陀堂内壁のクラック  図 34 観音堂の回転
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図 3 境内配置図 
新牟田加藤神社・島阿弥陀堂・島観音堂の建築的特徴に関する考察（早野彰人，森山学）
Research Reports of NIT, Kumamoto College. Vol. 8 (2016)
図 1 花立て地蔵     図 2 花立て地蔵
(出典：萩本敬三：千丁村史)(平成 28 年１月 26 日撮影)
図 4 境内全景（平成 27 年 12 月 27 日撮影）
図 5 石造門柱   図 6「万願さん」と日露戦争紀念碑













図 7 棟札      図 8 奉納写真の部分
（平成 28 年 5 月 13 日撮影）（平成 27 年 12 月 27 日撮影）













平成 28 年熊本地震後，拝殿に置かれた棟札（図 7）に，
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大多聞奉 （愛染明王） 大増長奉  柴田政吉
とあり，行間余白には判読が難しい「菩薩」等の多数の文
字も認められ，法華曼荼羅によるものである． 蓮宗であ
― 33 ―
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